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近年 、光 エ ネ ル ギー に よ り流動
性 素材 を選 択 的 に硬 化 させ 、所 望
の形 状 の立 体物 を創 成 す る加 工 法
で あ る光造 形 技術 は 、プ ラスチ ッ
クの成型 加 工や半 導 体製 造 工程 に
お け るフ ォ トリソ グ ラフ ィー 工程
での レジス ト材 と して 多 くの分野 に利用 され てい る。光造 形技術 の利 点 は、化学 ・物 理
架橋技術 に比べ 、広い 温度範 囲におい て所 望の立体物 を簡便 ・迅 速に形成 可能な ことで
あ る.最 近 のバイ オデ バイス の進歩 を考 えた場合 、光造形 技術 が適応 で きる新規 ポ リマ
ーの創 製は、セ ン シン グデ バイ ス、モ ニタ リングデ バイ スあ るい は分 離デバ イスな どの
開発に極 めて有 効であ る.す なわ ち、 バイオ チ ップ 内におい てバ ルブの構築やセ ンサー
部分に おけ る効果 的な 酵素固定 化に応用 でき ると考 え られ る。 さらに、再生 医療 分野で
必須な 三次元的 スキ ャホール ドや 損傷部位 の縫合 を行 う必要が な くな る組織封止 材を体
内で直接 造型 でき るよ うな技術 の確 立 も可能 である と考 え られ る。 以上 のよ うに、光架
橋性ポ リマー バイ オマ テ リアル の創 製 が可能 となれ ば、バ イオマ テ リアルの使用 範囲 を
広げる ことが可能 となると考え られ る。
そ こで、生体適 合性 ・血液適合性 を有す る2-メ タク リロイルオキシエチルポスホ リル
コ リン(MPC)と光架橋性 基 として汎用 的な シンナモ イル基 を有す る4-(4－メ トキ シシ
ンナ モイ ル)フ ェニ ル メタ クリ レー ト(ＭOCPＭAとを共重 合 したプ レポ リマー(PＭMC)
(Fig.1)を合成 した。 この プ レポ リマー は、光架橋可 能な こ とに よる簡便-迅 速 さ と
生体親和性 を併せ持つ ことが期待 できる。
PＭMCの合成結果 をTablelに示す。 １H-NMRよりPＭMCにシンナモイ ル基が導入 され て
い ることが確認 され た。
今回得 られ たPMＭCを 用 い 、光照
射 に よ りハイ ドロゲ ルの合 成 に成功
した。 得 られ たハイ ドロゲルの 光照
射 時間 に対 す るゲ ル化率 は架橋 点 で
あ るシンナモイ ル基 の増加 に従 い 高
い結果 が得 られ た.ま た 、PMＭCゲル
の含 水率(EＷC)は シ ンナ モ イル基
の減少 とともにEWCが 増加 してい く
ことが確認 され た。
また 、PＭMCを用い フォ トマス クを利
用 した描画 に よ るハ イ ドロゲル の微細
加 工を行 った。Fig.2は、2つ の形(円
形 、 十 字 形)に 微 細 加 工 さ れ た
PMＭC90gelの光 学 顕微 鏡 に よ り観 察 さ
れ た画 像 を示す 。 フ ォ トマ ス クのパ タ
ー ンの 形状 お よびサ イ ズが ハイ ドロゲ
ルに忠 実 に転写 され てい るこ とが 確認
で きた。 これ に よ り、PMMC90を用い 、
構築 物 の微細加 工 を可能 にす る ことが
確認 できた。得 られ たPMMCゲルは、従
来 のバ イ オセ ンサー の酵 素 固定化 膜 と
して用 い られ てい るPVA-SbQと比 べ て
タン パ ク質吸 着 抑制 が 見 られ た こ と よ
り、生 体物 質の透 過性 を向上 す る こ と
が で き、 よ り高性 能 な酵素 固定化膜 を
作成で きると考え られ る。
今 後 、 バ イ オ 分 子 の 固 定 化 に挑 戦
し,PMMCのバ イオ セ ンサーへ の応 用 を
目指 してい く。
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